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▲鈴木信之東京支部長が退任し後任に菅野憲幸氏が就任
　支部理事会で鈴木信之氏から本部理事を退任するに
当たり支部長辞任の申し出があり審議の結果承認され、
令和３年３月末で米沢有為会を退会されました。鈴木信
之氏は鈴木会計事務所の代表であり法人会員でした。財
務の専門家として現会長の平山英三氏と一緒に内閣府か
ら公益法人の認可を受けるために尽力されました。東京
支部の行事などでも中心となって活動されました。私が本
部の事務局を担当しているときもサポ－トしてくださいま
した。東京支部にとって大きな痛手です。１６年もの長い
間米沢有為会本部・支部の活動をなされ本当にご苦労様
でした。感謝の気持ちで一杯です。令和３年度の新役員に
よる最初の理事会で支部長に菅野憲幸氏が選出されました。

▲東京興譲館長の交代
　川合勝雄館長は８年間館長を務めました。
その前に金子芳雄館長、沼澤研一館長のときに副館長を
務め通算２８年になります。本部理事を退任するに当た
り、館長も長く勤めれば良い訳でもないので新しい方に交
代してもらうために退任することにしました。本部理事会
で後任の館長に菅野憲幸氏が選出されました。

▲平成三年度支部総会・新入寮生歓迎会
　コロナ禍のため東京支部の「定期総会」は議決権行使書
によって議決を行う事にしました。令和２年度の事業及び
決算報告、令和３年度の事業計画（案）、予算（案）及び役
員改選（案）は、賛成多数で承認されました。東京興譲館は
６名の新入寮生を迎えました。残念ですがコロナ禍で支
部の新入寮生歓迎会は中止としました。新入寮生の兄弟
２名が都合により退寮しました。

▲コロナ感染防止のため園遊会も中止
会員やそのご家族・お友達の方が楽しみしている芋煮会
もコロナ感染防止のため中止としました。

▲学生キャリア支援に向けたトライアル企画について
　理事会で寮OBの平山和博さんが、以前やっていた寮生
の就職活動支援の復活を提案されて承認されました。
宇佐美洵会長のとき寮生の中には、就職先を紹介されそ
の後有為会の役員をされた方も多い。

しかし今は採用方法も変わり若い寮OBを支部の役員になっ
てもらうことを指摘された。そのために若い方として太田勇
さん（仙台寮OB）と松嵜祐樹さん（東京寮OB）の２人に支部
の役員になってもらいました。

○実施目的
・置賜出身者を対象にした学生キャリア支援の取り組みを考
えるためにトライアルで実施するもの。
・キャリアに対する考え、取り組み、悩みなどに関する現状把
握を通じて、キャリア支援に対する学生ニ－ズを探ることを
目的とする。

○実施要領（案）
・ 形式：太田勇理事によるキャリア座談会
・ 日時：令和3年12月初旬の日曜日（1時間程度）
・ 実施方法：Zoom（参加者は個別端末からアクセス）
・ 対象者：東京興譲館寮生（学年問わず）

○内容
・ 講師によるキャリア紹介、・質疑応答、意見交換
ネット社会ですから反応が良ければ仙台寮の学生にも拡大
できます。今後講師には、役員でない若い寮OBに入ってもら
うことも考えられます。有為会の学生に対する育英事業は、
寮の運営と奨学金の貸与でその他の学生までは及んでない。
昭和47年に大学に入学した諮問委員の仁科義英さん（東京
寮OB）は、晩年の我妻榮先生が置賜地方出身の学生たちを
学士会館に呼んでくれて講演をしてくれたことを覚えている
そうです。
▲東京支部役員名簿
　支部長  菅野 憲幸　副支部長 川合 勝雄　太田　勇　　
　理事　板垣 史朗　加藤 国雄　加藤 正憲　菊地 隆雄　
　　　　工藤 美知尋　倉田 和子　五雲寺　卓　　
　　　　齊藤 三紀　佐藤 好明　須貝 利喜夫　林   常子　
　　　　宮坂孝夫　
　監事　片平 善造　松嵜 祐樹
　退任理事　鈴木 信之　太田ひろみ　近藤  郁子　
　　　　　　澤田三根子　鈴木 吉助　羽隅 弘宣　
　　　　　　平山 英三　平山  和博　渡邉 忠義　
　退任監事　赤井　淳一
　退任された理事・監事の皆様長い間有難うございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川合　勝雄  記

令和３年度の４月以降の東京支部の活動状況
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　米沢は夫（齊藤脩）の生まれた地で、彼は小学校二年
までしか米沢にいませんでしたが、景勝公が開基され
た法泉寺が齊藤家の菩提寺で、米沢には夫の叔母も健
在ですので、毎年米沢を訪れ、私にとっても米沢は第二
の故郷になりました。
そして、夫に続いて私も有為会のお仲間にいれていた
だきました。　よろしくお願いいたします。
　私は謡と仕舞の稽古をしていますが、ある時師匠が「
米沢には立派な能楽堂があるそうですね、今度そこで
会を開きましょう」とおっしゃって、寒河江出身の私がそ
の準備をすることになりました。
会員は、米沢は米沢牛しか知らない、という人たちがほ
とんどです。米沢を知って頂くいい機会でもありました。
　そして、2018年のサクランボの季節に催すことがき
ました。40名の会員に加えて米沢観世流同好会の皆さ
まにも参加していただきました。
　ご存じのように、米沢能舞台はふだんは伝国の杜の
エントランスホールにあり、小さい会はそこで催されま
す。ところが、大きな会や玄人の能の会のときは能舞台
がホールの内部に移動されるのです。

上の二枚の写真は違う会場のように見えますが、実は
同じホールです。
左の写真の舞台が下に降りて、そこに能舞台が、ホバー
クラフトの原理で浮いた状態で移動されるのです。そし
て、能舞台の左側の、能舞台の方を向いている椅子た
ちも、普段は床の下に格納されているのが、これも一体
となって出てきて、能楽堂に変身！
　能に興味を持つ人が少なくなっている今、上杉文化
を継承するために能舞台を、そして、宝の持ち腐れにな
らないようにと、このような合理的な能舞台ができあが
ったのでしょうか、まさに米沢の精神が詰まっている能
楽堂だ、と会員たちは敬服しておりました。　　　　　
　その夜は小野川温泉に一泊し、蛍の乱舞を見、米沢
牛をいただき、翌日は貸し切りバスで米沢観光、舘山で
サクランボ狩りもして、会員たちは皆米沢を大好きにな
って帰ってきたのでした。

米沢能舞台で能楽の会を
齋藤  三紀

松
嵜 

祐
樹

上杉神社
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　今から４０数年前の昭和５５(１９８０)年３月、
「米沢海軍武官会」から『遠い潮騒―米沢海軍の系
譜と追憶』と題する私家版が刊行された。この本の
著者は、米沢興譲館中学から海軍兵学校(75期)に
入学した松野良寅(よしとら)氏である。海兵自体は
７８期の入学生受け入れまで続いたが、昭和２０
年８月１５日の終戦当時、松野氏はまだ在学中だ
ったため、幸いにも前線に出ることはなく、戦後を
生き延びることになった。
　太平洋戦争では、米沢興譲館中学、そして興譲館
より３０年遅れて西置賜の中核校として大正９年
創設した長井中学から海兵に入り前線に出た前途
を嘱望された海軍士官の多くが散華した。しかしな
がら既に将官となって予備役に編入されていた海
軍軍人や松野氏のように前線に赴かなかった海兵
の生徒だった方は、戦後復興がなされつつあった
昭和３０年代から、親睦のため「米沢海軍武官会」
なるものを創って、後世の人達に向けて米沢海軍の
記録と啓蒙を行おうとした。具体的成果としては、
米沢興譲館・長井中学から海軍士官になった名簿
の作成である。
　昭和４０年頃といえば、将官だった方もまだ７０
～８０代で健在であり、頭脳もしっかりしていた。
数年に一度、米沢や白布高湯温泉などに集っては
親睦を重ねた。
　幸い当時の防衛庁戦史室(現在の防衛研究所)に
は、小田切政徳大佐が戦史編纂官としておられた
ため、詳細な士官名簿(厚生省年金局保官)や、防衛
庁が保管している米沢海軍にまつわる様々な資料
を松野氏に送付し、これに基づいて松野氏は数冊
の本にまとめた。

　ところが「米沢海軍武官会」は基本的には親睦の
ための会だったため、米沢海軍の消長を日本海軍
史の中で評価する研究を行わなかった。行わなか
ったというよりも、武官会のメンバーが高齢のため
次々に亡くなり、活動が出来なくなったというのが
正確である。
　私は昭和４８年頃より５年間ほど学位論文『日本
海軍・太平洋戦争開戦原因論』の執筆のため、毎日
のように市ヶ谷にあった戦史室に通い、「日本海軍
が何故太平洋戦争に突入したのか」の研究に明け
暮れた。その過程で、戦史部の部内研究会などで、
何度か小田切戦史編纂官にお目にかかっている。
その後小田切大佐は他界し、平成２４年には松野
氏が、また米沢海軍武官会の最年少のメンバーで
あった近藤鉄雄氏(元衆院議員)も平成２２年に逝
去された。こうして「米沢武官会」は消滅したまま、
今日に至ることになった。
　米沢・長井地区の置賜盆地は、四周を飯豊山と
吾妻連邦に囲まれ、全く海に面していない。今では
高速道路網が張り巡らされて、この地から日本海の
村上市瀬波海岸迄１時間ほどで行けるが、かつて
この地で生をうけた人間の多くは、海を見ずに過ご
したものである。にもかかわらずこの地から、日本海
軍を背負った鹿児島・佐賀県に次いで実に多くの海
軍将官が輩出した。その理由は何故か？そうした将
官たちは、如何なる運命を辿ったのであろうか？そ
のような事を拙著では書いてみたいと思っている。
完成は来年秋を予定している。

『甦る米沢海軍―その人脈と消長』 
工藤  美知尋　(日本海軍研究家）
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の
隔
た
り
を
再
認
識
さ
せ
、そ
こ
か
ら
新

た
に
ピ
ン
ト
の
合
っ
た
故
郷
の
姿
を
見
つ

め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
の

が
、コ
ロ
ナ
の
効
用
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊  

せ
ん
こ
う

せ
き
そ

た

い
か
く
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特
別
寄
稿

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
新
た
な
脅
威
と
闘
う
中
、

東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
々
の
「
に
っ
ぽ
ん
晴
れ
」
で
し
た
。

「
八
月
や
六
日
九
日
十
五
日
」
の

句
の
「
日
」
は
今
年
七
十
六
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
一
句
は
日
付
を
重
ね
る
だ

け
で
日
本
の
重
い
歴
史
が
語
ら
れ

る
と
し
て
評
価
さ
れ
、
多
く
の
人

が
詠
ん
だ
作
品
だ
そ
う
で
す
。

（
私
め
も
創
っ
た
こ
と
に
し
よ
う

か
な
？
）

「
八
月
や
」
と
の
ご
縁
で
す
が
、

小
生
大
学
を
卒
業
し
て
、
一
宗
一

派
に
よ
ら
な
い
「
真
理
運
動
」
を

展
開
さ
れ
る
神
田
寺
、
友
松
圓
諦

老
師
に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

老
師
の
孫
娘
の
摩
耶
さ
ん
が
句
会

の
「
鴻
」
（
こ
う
）
発
行
所
の
編

集
人
を
勤
め
て
お
ら
れ
、
あ
る
日

「
八
月
や
・
・
・
」
で
実
は
私
の

作
品
だ
！
な
ど
仲
間
揉
め
し
て

困
っ
て
る
」
と
い
う
話
で
し
た
。

小
生
出
版
会
社
で
編
集
の
仕
事
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
俳
句
の
世

界
に
疎
く
、
少
し
資
料
を
送
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
鴻
」
俳
句
会
に
自
分
が
作
っ
た

と
も
思
っ
て
お
ら
れ
た
小
林
良
作

さ
ん
と
い
う
方
が
、
俳
句
探
偵
と

称
し
て
全
国
を
探
し
訪
ね
ら
れ
た
由
。

そ
し
て
大
分
県
宇
佐
市
に
「
八
月

や
」
の
句
碑
あ
り
作
者
は
広
島
県

尾
道
市
の
医
師
・
諫
見
勝
則　

（
一
九
九
二
年
）
さ
ん
と
突
き
止

め
ら
れ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
国
会
図
書
館
典
拠
デ―

タ

に
よ
る
と
小
森
白
芒
子
の
自
分
史

「
壺
中
の
天
」
（
一
九
七
六
年
）

の
句
集
の
中
に
す
で
に
所
収
さ
れ

て
い
る
、
こ
と
が
判
明
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
「
鴻
」
の
編
集
長
の
難

題
に
つ
い
て
記
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

小
生
、
駒
沢
大
学
一
年
生
で
上

京
し
米
沢
有
為
会
新
宿
の
寮
に
ア

プ
ロ―

チ
し
ま
た
が
七
倍
（
昭
和

三
十
年
）
で
入
寮
が
ダ
メ
。
大
学

の
寮
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
山

形
で
「
山
び
こ
学
校
」
で
名
を
馳

せ
た
無
着
成
恭
先
輩
が
三
年
生
に

編
入
学
さ
れ
て
の
ご
縁
で
す
。

（
山
形
師
範
学
校
は
戦
後
短
大
卒
）

「
東
京
私
立
明
星
学
園
の
理
事
長

に
、
い
ず
れ
教
頭
・
校
長
に
す
る

に
は
四
大
を
卒
業
し
て
こ
い
！
」

と
云
わ
れ
た
と
か
。

　

寮
で
は
「
君
は
米
沢
、
オ
レ
は

山
形
」
同
県
人
の
誼
」
も
プ
ラ
ス

し
て
坐
禅
堂
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
共

に
し
学
ぶ
日
々
で
し
た
。
今
、
先

輩
は
九
十
四
歳
、
千
葉
県
に
在
る

小
さ
な
寺
を
「
人
間
道
場
」
と
し

て
元
気
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
八
月
や
」
の
件
を
話

し
ま
し
た
と
こ
ろ
前
か
ら
永
君
と

も
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
！
と

次
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
速
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
摩
耶

さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　

文
面
は
次
の
通
り
で
す
。

「
八
月
や
六
日
九
日
十
五
日
」

私
達
の
間
で
は
有
名
な
句
で
す
。

こ
の
句
の
簡
潔
さ
と
明
快
さ
に
つ

い
て
永
六
輔
さ
ん
と
も
話
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
が
こ
う

い
う
本
に
な
っ
て
沢
山
の
人
の
目

に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜

び
ま
す
。

“

オ
レ
の
句
だ
！”

な
ん
て
言
わ

ず
に
、
あ
ち
こ
ち
に
句
碑
を
立
て

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

「
オ
レ
が
作
っ
た
句
だ
！
」
な
ん

て
言
わ
ず
に
日
本
人
の
口
の
端
に

上
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
大
成
功
で

す
ネ
。
こ
の
句
を
読
ん
で
八
月
六

日
は
何
だ
っ
た
か
、
八
月
九
日
は

何
だ
っ
た
か
、
八
月
十
五
日
は
何

だ
っ
た
か
。
わ
か
ら
な
い
日
本
人

が
増
え
た
ら
、
日
本
は
滅
ぶ
と
き

で
す
ね
ネ
。
」

　

（
二
〇
一
七
年
八
月
十
九
月
）

「
八
月
や
六
日
九
日
十
五
日
」

　
　
　

の
名
句
か
ら
学
ん
だ
ワ
タ
シ
米
野  

宗
禎

※

『
八
月
や
』
そ
の
後
」
を
閉
じ

る
に
当
た
り
小
林
良
作
（
著
者
）

は
無
着
さ
ん
の
こ
と
ば
に
次
の
よ

う
に
記
し
て
お
り
ま
す
。

『
成
恭
氏
の
往
年
の
「
全
国
こ
ど

も
電
話
相
談
室
」
の
声
が
聞
こ
え

て
来
る
よ
う
だ
。　

こ
の
一
文
が

「
八
月
や
」
を
追
っ
た
私
の
今
の

気
持
ち
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
代
弁

し
て
下
さ
っ
た
。
と
書
き
添
え
て

筆
を
擱
き
た
い
。

　

（
二
〇
一
七
年
十
二
月
完
）
』

 

こ
の
無
着
先
輩
の
苦
言
（
？
）

で
日
本
俳
句
会
の
戦
い
も
収
束
し

た
由
。
小
生
も
チ
ョ
ピ
ッ
ト
の
役

割
も
あ
っ
た
の
か
な
！
。

　

と
こ
ろ
で
、
ご
承
知
の
通
り
日

本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
す
。

広
島
・
長
崎
の
悲
劇
を
世
界
に
伝

え
続
け
る
こ
と
が
責
務
で
、
日
本

の
こ
の
体
験
は
最
初
で
最
後
に
し

た
い
も
の
で
す
。
昨
今
、
娑
婆
で

云
わ
れ
チ
ラ
カ
ッ
テ
い
る
平
和
ボ

ケ
、
昼
行
灯
の
日
本
人
で
は
な
く
、

真
の
平
和
を
追
求
す
る
覚
悟
を

「
八
月
や
」
か
ら
汲
み
取
り
た
い

も
の
で
す
。
戦
争
・
原
爆
の
惨
禍

を
直
接
体
験
し
た
人
が
日
本
人
の

一
割
を
切
っ
て
減
っ
て
い
る
と
か
。

　

さ
て
も
う
一
言
、
五
年
程
前
に

あ
る
講
座
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を

受
講
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

の
一
人
東
大
教
授
が
大
学
院
生
四

人
を
連
れ
て
来
ら
れ
、
終
了
後
、

食
事
会
が
あ
り
小
生
と
同
じ
テ
ー

ブ
ル
で
し
た
。
そ
こ
で
「
八
月
や
」

を
口
に
し
ま
し
た
ら
句
の
中
味
が

分
か
ら
な
い
、
そ
こ
で
六
日
は
広

島
の
こ
と
ダ
ヨ
と
云
っ
た
ら

「
あ
！
長
崎
、
終
戦
日
だ
！
」
そ

し
て
四
人
が
カ
バ
ン
か
ら
手
帳
を

出
し
て
、
「
八
月
や
六
日
九
日
十

五
日
」
を
記
し
ま
し
た
。
大
学
で

は
教
わ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
！
と

笑
顔
で
応
え
る
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
米
沢
有
為
会
の
寮
生
は

ど
う
か
な
！

　

終
り
に
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

日
の
私
め
の
体
験
で
す
。
私
は
犬

掻
き
を
覚
え
た
こ
と
も
あ
り
朝
か

ら
泳
ぎ
に
出
か
け
ま
し
た
。
最
上

川
の
上
流
か
ら
帰
る
と
茶
の
間
に

畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
馴
染
み

の
Ｓ
さ
ん
と
盆
の
墓
参
り
に
来
ら

れ
た
檀
家
の
二
人
が
正
座
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
早
速“

お
前
も
座

れ
！”

と
親
父
に
諭
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を

謹
聴
す
る
と
い
う
の
で
す
。
ラ
ジ

オ
を
前
に
し
て
重
苦
し
い
空
気
が

漂
っ
て
お
り
ま
し
た
。
の
ち
に
知

る
玉
音
放
送
で
す
。
私
に
と
っ
て

文
言
な
ど
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で

し
た
が
、
「
神
風
は
吹
か
な
か
っ

た
ん
だ
ぁ―

。
戦
争
が
終
わ
っ
た

ん
だ
ぁ―

、
兵
隊
さ
ん
に
な
ら
な

く
て
も
い
い
ん
だ
な
ぁ
ー
」
と
感

じ
と
る
の
で
し
た
。
と
は
申
せ
、

ラ
ジ
オ
を
切
る
と
、
「
ア
メ
リ
カ

兵
が
上
陸
し
て
き
た
ら
、
竹
ヤ
リ

で
殺
し
て
、
自
分
も
死
ぬ
」
な
ど

と
語
り
あ
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

つ
い
、
目
が
玄
関
に
立
て
か
け
て

あ
る
竹
ヤ
リ
の
方
に
向
か
う
の
で

し
た
。
彌
が
上
に
も
不
安
と
緊
張

の
時
空
を
覚
え
た
、
小
学
校
三
年

の
夏
の
こ
と
で
し
た
。
以
上
。

　

（
令
和
三
年
八
月
十
五
日
記
）

大分県宇佐市の市史跡
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岩
本
益
臣
大
尉
は
、
陸
軍
第
一

回
の
特
攻
隊
「
万
朶
隊
」
の
隊
長

で
す
。
不
死
身
の
特
攻
隊
員
佐
々

木
友
次
伍
長
（
21
歳
）
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
岩
本
隊
長

に
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
最
初
の
出

撃
で
戦
死
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

岩
本
隊
長
は
、
陸
軍
士
官
学
校
を

出
た
28
歳
。
操
縦
と
爆
撃
の
名
手

で
あ
り
、
戦
局
打
開
の
た
め
の

「
跳
飛
爆
弾
」
の
第
一
人
者
だ
っ
た
。

「
跳
飛
爆
弾
」
と
は
、
爆
弾
を
直

接
、
艦
船
に
投
下
し
な
い
で
、
一

度
海
に
落
と
し
て
跳
ね
上
が
ら
せ

命
中
さ
せ
る
方
法
で
、
ち
ょ
う
ど

水
面
に
向
か
っ
て
石
を
横
投
げ
す

る
と
、
幾
段
に
も
跳
ね
て
飛
ぶ
の

と
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
。
爆
弾
を

上
空
か
ら
落
と
す
よ
り
、
う
ま
く

海
上
を
跳
べ
ば
艦
船
に
当
た
る
可

能
性
は
上
が
る
。
艦
船
の
側
面
、

水
面
に
近
い
部
分
が
破
壊
さ
れ
た

方
が
沈
没
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

通
常
爆
弾
な
の
に
、
魚
雷
の
よ
う

な
働
き
を
す
る
爆
弾
方
法
な
の
だ
。

岩
本
大
尉
は
、
米
軍
の
成
功
を
睨

ん
で
、
「
跳
飛
爆
弾
」
を
積
極
的

に
進
め
よ
う
と
研
究
と
演
習
を
続

け
て
い
た
。

九
九
式
双
発
軽
爆
撃
機
は
、
機
首

に
、
旋
回
銃
座
が
つ
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
与
え
ら
れ
た
九
九
双

軽
は
、
機
関
銃
自
体
が
取
り
払
わ

れ
、
死
の
ツ
ノ
が
飛
び
出
て
い
た
。

後
部
に
あ
る
は
ず
の
二
つ
の
旋
回

銃
も
な
か
っ
た
。
こ
の
改
装
が
後

で
悲
劇
を
も
た
ら
す
。
飛
行
機
は
、

爆
弾
が
機
体
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
参
謀
本
部
は
、
も
し
操
縦

者
が
卑
怯
未
練
な
気
持
ち
に
な
っ

て
も
、
爆
弾
を
落
と
せ
ず
、
体
当

た
り
す
る
し
か
な
い
よ
う
に
改
装

し
た
の
だ
。

　

岩
本
隊
長
は
、
結
成
当
初
か
ら

「
体
当
た
り
」
攻
撃
に
真
っ
向
か

ら
否
定
し
て
い
た
。

岩
本
隊
長
は
、
操
縦
席
か
ら
爆
弾

を
投
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
改
装
さ

れ
た
（
爆
弾
を
抱
え
た
ま
ま
突
っ

込
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
）
特
攻

使
用
機
を
、
将
校
仲
間
の
協
力
で

投
下
で
き
る
よ
う
に
）
再
改
装
し
、

隊
員
に
向
か
っ
て
こ
う
い
う
。

「
こ
の
よ
う
な
改
装
を
、
し
か
も

第
四
航
空
軍
の
許
可
を
得
な
い
で

し
た
の
は
、
自
分
の
生
命
と
技
術

を
、
最
も
有
意
義
に
使
い
活
か
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
敵
艦
を
沈
め

た
い
か
ら
だ
。
こ
ん
な
飛
行
機
や

戦
術
を
考
え
た
や
つ
は
、
航
空
本

部
か
参
謀
本
部
か
し
ら
ん
が
、
航

空
の
実
際
を
知
ら
な
い
か
、
よ
く

よ
く
思
慮
の
足
ら
ん
や
つ
だ
。
」

「
出
撃
し
て
も
爆
弾
を
命
中
さ
せ

て
帰
っ
て
こ
い
。
」
と
訓
示
し
た
。

　

「
万
朶
隊
」
の
出
撃
の
前
日
に
、

儀
式
好
き
の
冨
永
恭
次
司
令
官
か

ら
岩
本
隊
長
以
下
５
名
の
将
校
と

の
宴
会
の
た
め
マ
ニ
ラ
に
来
る
よ

う
に
命
令
を
受
け
た
。
機
関
銃
を

取
り
外
し
た
九
九
双
軽
で
マ
ニ
ラ

に
行
く
途
中
に
米
軍
の
グ
ラ
マ
ン

戦
闘
機
に
襲
わ
れ
て
墜
落
、
岩
本

隊
長
以
下
４
名
の
将
校
操
縦
者
が

機
銃
掃
射
を
受
け
て
即
死
し
一
名

は
重
症
だ
っ
た
。
冨
永
司
令
官
は
、

航
空
戦
を
全
く
知
ら
な
い
人
物
な

の
に
、
な
ぜ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空
を

戦
う
第
四
航
空
軍
の
最
高
司
令
官

な
の
か―

も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
っ
た
。

冨
永
司
令
官
は
、
東
條
英
機
首
相

（
兼
陸
軍
大
臣
兼
参
謀
総
長
）
の

お
気
に
い
り
で
、
陸
軍
次
官
と
人

事
局
長
兼
任
し
て
い
た
。
東
條
首

相
が
サ
イ
パ
ン
陥
落
の
責
任
取
っ

て
辞
職
し
た
。
反
東
條
派
は
こ
れ

幸
い
と
冨
永
次
官
を
フ
イ
リ
ピ
ン

の
第
四
航
空
軍
司
令
官
に
転
任
さ

せ
た
。
冨
永
司
令
官
は
、
陸
戦
の

経
験
さ
え
ほ
と
ん
ど
な
く
、
航
空

戦
に
関
し
て
は
、
全
く
無
知
で
経

験
も
な
い
人
物
が
、
激
戦
の
フ
イ

リ
ピ
ン
航
空
軍
の
総
帥
司
官
に

な
っ
た
の
だ
。
軍
隊
は
、
階
級
社

会
で
あ
る
。
命
令
は
、
絶
対
だ
。

そ
の
命
令
が
ど
ん
な
に
無
意
味
で

も
不
合
理
で
も
、
絶
対
服
従
が
軍

隊
の
ル―

ル
で
あ
る
。
そ
れ
が
軍

隊
を
軍
隊
た
ら
し
め
て
い
る
唯
一

の
原
則
だ
。

佐
々
木
伍
長
は
、
１
９
４
４
年
11

月
12
日
に
初
め
て
の
出
撃
を
果
た

す
。
戦
果
は
大
本
営
か
ら
大
々
的

に
発
表
さ
れ
た
。
佐
々
木
伍
長
は

名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
た
と
さ
れ
、

著
者 

鴻
上 

尚
史　
講
談
社
現
代
新
書

軍
神
は
な
ぜ
上
官
に
反
抗
し
た
か

「
不
死
身
の
特
攻
兵
」

故
郷
北
海
道
で
は
「
軍
神
」
と
あ

が
め
ら
れ
て
大
き
な
葬
儀
が
営
ま

れ
た
。
そ
の
後
佐
々
木
伍
長
が
生

還
す
る
た
び
に
、
猿
渡
参
謀
長
か

ら
「
今
度
帰
っ
た
ら
承
知
せ
ん

ぞ
！
」
「
突
っ
込
ん
で
死
ん
で
こ

い
。
」
と
叱
咤
さ
れ
続
け
た
。
12

月
18
日
ま
で
の
わ
ず
か
一
ヶ
月
の

間
に
９
回
の
出
撃
を
命
じ
ら
れ
、

「
処
刑
飛
行
」
と
も
さ
さ
や
か
れ

た
と
い
う
。

　

岩
本
隊
長
の
戦
死
後
、
出
撃
の

度
に
隊
員
が
減
っ
て
行
く
。
同
僚

の
津
田
少
尉
は
、
「
体
当
た
り
し

な
い
で
戦
艦
を
沈
め
る
こ
と
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
特
攻

隊
が
体
当
た
り
し
な
い
で
生
き
て

い
た
ら
、
う
る
さ
い
だ
ろ
う
。
」

と
正
直
に
聞
い
た
。
「
い
ろ
い
ろ

言
わ
れ
ま
す
が
、
船
を
沈
め
り
ゃ

文
句
な
い
で
し
ょ
う
。
」
と
佐
々

木
伍
長
は
人
懐
っ
こ
い
目
を
細
く

し
て
、
笑
い
を
浮
か
べ
た
。
戦
地

で
は
、
「
上
級
下
級
の
区
別
な
く
、

新
聞
記
者
に
も
」
こ
の
よ
う
に
広

言
し
た
佐
々
木
伍
長
で
す
が
、
戦

後
は
、
特
攻
体
験
を
語
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
２
０
１
６
年

２
月
北
海
道
で
九
二
歳
の
長
寿
を

全
う
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。

佐
々
木
さ
ん
の
お
墓
に
は
、
ま
だ

ご
存
命
の
と
き
に
、
友
人
と
相
談

し
て
作
ら
れ
た
次
の

文
章
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

哀
調
の
切
々
た
る
望
郷
の
念
と

　

片
道
切
符
を
携
え
散
っ
て
い
っ
た

　

特
攻
と
云
う
名
の
戦
友
た
ち

　

帰
還
兵
で
あ
る
私
は
今
日
ま
で

　

命
の
尊
さ
を
噛
み
し
め

　

亡
き
精
霊
と
共
に
悲
惨
な
ま
で
の

　

戦
争
を
語
り
つ
ぐ

　

平
和
よ
永
遠
な
れ

　

鉾
田
陸
軍
教
導
飛
行
団

　
　
　
　
　
　

特
別
攻
撃
隊

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
友
次　

　
　
　
　
　

　

こ
の
本
の
第
２
章
「
戦
争
の
リ

ア
ル
」
は
、
高
木
俊
朗
著
「
陸
軍

特
別
攻
撃
隊
」
上
巻
・
下
巻
（
文

藝
春
秋
）
に
準
拠
し
て
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

川
合
勝
雄
記

本
の
紹
介

222７

比島の空を出撃する佐々木伍長機
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編
集
委
員
メ
ン
バ
ー

委
員
長…

…
…
…

川
合　

勝
雄

菅
野　

憲
幸
／
佐
藤　

好
明

菊
地　

隆
雄
／
工
藤
美
知
尋

齊
藤　

三
紀
／
宮
坂　

孝
夫

�

来
年
�
�
�
�
�
年
�
�
米
沢

藩
初
代
藩
主
上
杉
景
勝
公
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
四
百
回
忌

�
迎
�
�
�
�
長
尾
政
景
�
謙
信

公
�
姉
�
仙
桃
院
�
間
�
生
�
�

�
景
勝
公
�
六
八
年
�
人
生
�
�

一
人
�
人
間
�
人
生
�
�
�
�
波

乱
万
丈
�
�
�
言
葉
�
�
言
�
尽

�
�
�
�
�
�
�
壮
絶
�
人
生
�

�
�
�

�

謙
信
公
急
死
後
�
�
御
舘
�
乱
�

�
始
�
�
�
武
田
勝
頼
�
�
同
盟

�
織
田
信
長
�
�
対
立
�
魚
津
城

�
戦
�
�
本
能
寺
�
変
�
秀
吉
�

�
臣
従
�
小
田
原
攻
�
�
朝
鮮
出

兵
�
会
津
�
�
国
替
�
�
秀
吉
�

死
�
会
津
征
伐
�
長
谷
堂
城
�
戦

�
�
米
沢
移
封
�
大
阪
冬
�
陣
�

夏
�
陣
�
経
�
�
最
上
家
�
�
�

�
諸
大
名
�
改
易
�
続
�
中
�
心

休
�
�
時
�
無
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
数
�
切
�
�
�
�
�
苦
難

�
存
亡
�
危
機
�
乗
�
越
�
�
景

勝
公
�
胸
�
�
�
�
�
�
�
�
何

�
�
�
�
謙
信
公
�
精
神
�
受
�

継
�
�
上
杉
�
�
�
領
地
�
守
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

思
�
�
�
�

�

謙
信
公
�
薫
陶
�
受
�
�
景
勝

公
�
論
語
�
通
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
当
然
�
論
語
第
一
五
�

衛
霊
公
篇
第
�
章
�
�
�
�
君
子

固
�
�
窮
�
�
小
人
窮
�
�
�
斯

�
�
�
�
�
濫
�
�
�
�
存
知
�

�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
即
�
�

君
子
�
�
�
�
�
�
窮
地
�
陥
�

�
�
�
�
�
�
小
人
�
窮
�
�
�

取
�
乱
�
愚
行
�
走
�
�
�
違

�
�
君
子
�
動
�
�
良
策
�
得
�
�

�
�
�
意
味
�
�
孔
子
�
実
際
�

経
験
�
�
来
�
言
葉
�
�
�
�
�

�
�
景
勝
公
�
思
�
�
�
義
�
�

貫
�
�
滅
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
義
�
�
�
仁
�
愛
�
�
心
�
以

�
�
生
�
抜
�
�
�
�
�
�
�
謙

信
公
�
精
神
�
伝
�
�
�
�
�
思

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
領
主
�
�
�
�
景
勝

公
�
領
民
�
愛
�
�
人
�
�
�
�

�
�
�
�
天
正
一
九
年
�
�
�
�

�
�
�
景
勝
公
�
発
布
�
�
覚
書

�
平
成
一
�
年
十
一
月
米
沢
直
江

会
発
行
�
龍
師
火
帝
�
第
十
九
号

�
�
�
�
治
民
方
針
�
鉄
則
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
以
下
�
�
�

�
書
�
�
�
�
�
�
�

�

覚
一
�
頭
�
正
邪
�
依
�
�
百
姓
善

�

悪
�
�
�
�
候
�
�
�
�
候
�

二
�
年
貢
諸
掛
等
�
�
�
程
勘
弁

�

�
�
�
�
悪
作
�
年
�
前
年
�

�

�
小
分
�
�
�
�
事
�

三
�
何
事
�
古
法
�
守
�
利
慾
�

�

�
�
�
新
法
�
立
�
�
百
姓
�

�

苦
�
�
�
申
�
�
�
�
候
�
�
�

四
�
忠
孝
�
道
理
�
常
�
教
訓
致

�

�
�
�
事
�
候
�
女
共
�
�
貞
節

�

�
道
理
自
然
�
相
分
�
候
�
�
肝
要
�

五
�
年
貢
等
�
取
�
集
�
�
役
人

�

共
�
百
姓
�
対
�
�
�
�
�
�
儀

�

無
�
�
�
申
�
付
�
候
�
�
�

六
�
百
姓
�
国
�
宝
�
候
�
�
�
�

�

�
�
程
堪
忍
致
�
�
�
候
�

七
�
訴
訟
�
双
方
共
�
�
�
�
聞

�

�
糺
�
沙
汰
致
�
�
�
候
�
�
�

�

必
�
依
怙
贔
屓
致
�
�
�
�
候
�
�
�

�

右
�
条
�
�
堅
�
相
守
�
申
�

�

�
�
候
�
以
上�

景
勝�

花
押

�

�
�
�
�
単
�
年
貢
�
取
�
�

�
�
農
民
�
大
事
�
�
�
�
�
言

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
謙
信
公

�
言
葉
�
常
�
厚
�
仁
�
施
�
�

�
�
�
�
徳
�
布
�
�
�
�
�
子

孫
�
代
�
幸
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
受
�
継
�
�
�
�
�
�
鷹

山
公
�
�
伝
国
�
辞
�
�
�
�
�

�
�
領
民
�
�
愛
情
�
�
�
�
�

�
感
�
�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

�

今
年
�
�
月
�
歴
史
作
家
�
米

沢
温
故
会
会
員
�
今
福
匡
氏
�
�

角
川
新
書
�
�
�
�
東
国
�
雄
�

上
杉
景
勝
�
�
�
�
評
伝
�
出
版

米
沢
藩
初
代
藩
主
景
勝
公
の
生
涯
上
杉 

邦
憲

ト
ノ・エ
ッ
セ
イ  

(6)

222８

編
／
集
／
後
／
記

�
�
�
�
�
�
副
題
�
�
�
�
�

�
�
正
�
�
謙
信
�
後
継
者
�
屈

�
�
�
�
滅
�
�
�
�
幾
度
�
危

機
�
乗
�
越
�
現
在
�
�
続
�
米

沢
�
礎
�
築
�
�
景
勝
公
�
一
生

�
�
�
�
�
詳
�
�
著
�
�
�
�

�
�
�
�
興
味
�
�
方
�
一
読
�

�
薦
�
�
�
�
�
�

▲
万
朶
隊
隊
長
の
岩
本
益
臣
大

尉
は
、
操
縦
者
も
飛
行
機
も
足

り
な
い
状
況
で
一
度
だ
け
の
攻

撃
で
終
わ
る
の
は
不
合
理
と
考

え
改
造
し
た
。
航
空
戦
に
全
く

無
知
な
司
令
官
の
理
不
尽
な
命

令
が
な
か
っ
た
ら
、
戦
果
を
上

げ
特
攻
隊
の
在
り
方
に
影
響
を

与
え
た
と
思
う
と
至
極
残
念
で
す
。

冨
永
司
令
官
は
、
満
州
で
終
戦

を
迎
え
、
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な

り
、
十
年
間
の
捕
虜
生
活
を
終

え
て
帰
国
し
て
い
る
。

▲
佐
々
木
伍
長
の
父
親
は
、
日

露
戦
争
の
と
き
、
旅
順
の
２
０

３
高
地
を
攻
撃
す
る
決
死
隊
の

生
き
残
り
で
す
。

親
子
と
も
は
、
奇
跡
で
す
。

父
親
は
、

「
人
間
は
、
容
易
な
こ
と
で
死

ぬ
も
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
」
と
教
え

て
い
る
。　
　
　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

米
沢
有
為
会 

名
誉
会
長　 新年会・予餞会のご案内

日時：令和４年２月１２日（土）

　１２時半から１４時半

　 　（１２時受付開始）

  会場：主婦会館プラザエフ
龍師火帝の碑

堀立川


